


News!

News!

日本産農畜産物をＵＡＥアブダビでアピール！

香港に日本産農畜産物PRする石川佳純選手の広告

輸出したイチゴなど日本産青果物の試食会開催

海外での掲出は初めての取り組み

輸出対策部・JA全農インターナショナル㈱

広報部

　
輸
出
対
策
部
と
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は

４
月
30
日
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）ア
ブ
ダ
ビ
首

長
国
で
開
か
れ
た「
日
本
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
、日
本
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
農
所
属
の
卓
球
女
子
日
本
代
表
石
川
佳
純
選
手
が
出
場
し
た

I
T
T
F
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
・
香
港
オ
ー
プ
ン
に
合
せ
て
、5
月
26
日

～
6
月
1
日
、香
港
市
街
中
心
部
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
」に
向
か
う
地
下
鉄
駅
構
内
に
、日
本
産
農
畜
産
物

を
P
R
す
る
石
川
選
手
の
広
告
を
掲
出
し
ま
し
た
。全
農
が
石
川
選
手

の
広
告
を
海
外
で
掲
出
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
安
倍
晋

三
首
相
の
他
、
両
国
の
政
府

関
係
者
と
民
間
企
業
幹
部
が

参
加
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
企
業
や
商
社
の
ト
ッ
プ
が

登
壇
す
る
中
、
同
社
の
川
﨑
浩

之
社
長
は「Tasting is be 

lieving

（
百
聞
は
味・

・

・

わ
う
に

し
か
ず
）」を
テ
ー
マ
に
、
今
後

中
東
諸
国
に
対
す
る
日
本
産
農

畜
産
物
の
輸
出
を
推
進
す
る
と

し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し

た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
安
倍

首
相
の
案
内
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
閣

僚
な
ど
参
加
者
に
、
同
社
が
輸

出
し
た
日
本
産
青
果
物
を
試
食

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栃
木

県
の
イ
チ
ゴ「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」、

静
岡
県
の
高
糖
度
ト
マ
ト「
ア

メ
ー
ラ
」と「
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ

ン
」、宮
崎
県
の
マ
ン
ゴ
ー「
太

陽
の
タ
マ
ゴ
」が
供
さ
れ
、参
加

者
は
日
本
産
青
果
物
の
食
感
や

甘
み
、香
り
、見
た
目
の
繊
細
さ

に
感
激
し
、
食
品
関
係
者
か
ら

も「
す
ぐ
見
積
も
り
が
欲
し
い
」

と
う
れ
し
い
依
頼
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
農
グ
ル
ー
プ（
全
農
と

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
株
式
会
社
）は
、
香
港
へ

の
輸
出
拡
大
に
向
け
、
4
月
23

日
に
香
港
に
事
務
所
を
開
設

し
ま
し
た
。
香
港
の
消
費
者
の

方
々
に
全
農
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
卓
球

フ
ァ
ン
の
多
い
香
港
で
も
人
気

の
高
い
石
川
選
手
の
広
告
を
掲

出
。
石
川
選
手
が
中
国
語
で
日

本
の
食
材
を
P
R
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
予
定
で
す
。

　

全
農
グ

ル
ー
プ
は
、

今
後
さ
ら
に

海
外
の
e
コ

マ
ー
ス
で
日

本
産
農
畜
産

物
の
販
売
を

強
化
し
て
い

き
ま
す
。

日本産農畜産物の輸出についてプレゼンを行う川
㟢社長

日本産イチゴをＵＡＥ閣僚と試食する
安倍首相㊧

写真提供:読売新聞社

ITTFワールドツアー・香港オープン
後には石川選手本人も訪れました

地
下
鉄
駅
構
内
に
掲
出
し
た
日
本
産
農

畜
産
物
を
P
R
す
る
石
川
選
手
の
広
告
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ま
す
。
ま
た
、
畝
立
て
や
マ
ル

チ
な
ど
の
作
業
機
械
を
貸
し
出

し
、
移
植
作
業
や
調
製
選
別
を

Ｊ
Ａ
が
受
託
し
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

JAみどりの
（宮城県）

概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　　１万２２４０人
准組合員数　　　　　　　  ３６９３人
職員数　　　　　　　　　 　４０２人
販売品取扱高　　　   １１７億３千万円
購買品取扱高　　　　  ５１億８千万円
貯金残高　　　　　　  　１０６５億円
長期共済保有高　　４６２１億３千万円
主な農畜産物　　　　　　米、大豆、
　　　　　小ネギ、ホウレンソウなど

集
出
荷
調
製
施
設
を
整
備
し

園
芸
振
興
を
積
極
的
に
展
開

宮城県

山形県

岩手県

る
と
と
も
に
、
園
芸
振
興
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
と
水
田
の
有
効
活
用
に
よ

る
所
得
向
上
を
目
指
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
青
ネ
ギ
栽
培
が
始

市
２
町
）に
ま
た
が
る
10
Ｊ
Ａ

が
、
宮
城
県
で
初
め
て
広
域
合

併
し
発
足
し
た
Ｊ
Ａ
で
す
。
農

業
は
、
水
田
を
中
心
に
園
芸
・

畜
産
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型

経
営
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
健
康
や
環
境
に
配
慮
し
た

環
境
保
全
米
を
は
じ
め
と
す
る

特
別
栽
培
米
の
生
産
拡
大
を
図

　
Ｊ
Ａ
み
ど
り
の
は
平
成
8
年

に
鹿
島
台
、
松
山
、
涌
谷
、
南

郷
、
田
尻
、
小
牛
田
の
6
町（
１

ま
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
7
月

に
は
、
集
出
荷
調
製
施
設
が
大

崎
市
鹿
島
台
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
面
積
拡
大
に
向

け
た
機
械
化
体
系
の
確
立
を
掲

げ
て
き
た
Ｊ
Ａ
の
新
た
な
戦
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
空
調
や
予

冷
庫
を
完
備
し
、
夏
場
で
も
品

質
の
良
い
青
ネ
ギ
の
出
荷
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

葉よ
う
し
ょ
う鞘

部
が
長
い
白
ネ
ギ
に

比
べ
、
青
ネ
ギ
は
葉
身
部
が
長

い
の
が
特
徴
で
す
。
露
地
栽
培

で
年
3
回
の
収
穫
が
可
能
で
、

高
収
量
・
収
益
が
見
込
め
ま

す
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
生
産
者
が
栽

培
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
育
苗

は
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
「
㈱
み
ど
り

の
み
ら
い
」が
請
け
負
っ
て
い

ブ
ラ
ン
ド
確
立
、
水
田
の

有
効
活
用
で
青
ネ
ギ
導
入

育
苗
は
子
会
社
、
移
植
や

調
製
選
別
を
Ｊ
Ａ
が
受
託

出
荷
に
向
け
て
早
朝
か
ら
収
穫
作
業

機械を使い効率的な作業が進む

移植機を使い作業がはかどる移植作業

平
成
29
年
7
月
に
集
出
荷
調
製
施
設

が
完
成
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
大
坪

輝
夫
代
表
理
事
組
合
長
㊥
と
関
係
者

ら
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J
A
職
員
は
も
ち
ろ
ん
生
産

者
と
共
に
参
加
し
、
現
地
で
の

評
価
の
高
さ
を
実
感
し
、
輸
出

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
生
産

者
の
所
得
向
上
と
産
地
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
地
道

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
後
は
販
売
が
軌
道
に
乗
り

つ
つ
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

販
売
を
重
点
に
、
Ｊ
Ａ

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
㈱
を
は
じ
め
と
す

る
関
連
機
関
と
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
輸
出
を
実
施

し
て
き
た
品
目
の
消
費

拡
大
と
と
も
に
、
新
た

な
輸
出
品
目
の
開
発
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
成
田
市
場
が

２
０
２
０
年
度
に
輸
出

拠
点
施
設
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
千
葉

県
本
部
と
し
て
も
県
内

農
畜
産
物
の
、
効
率
的

な
輸
出
の
実
施
へ
向
け
、

産
地
間
の
連
携
と
試
験

輸
出
の
実
施
に
継
続
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

千葉県本部

マ
レ
ー
シ
ア
向
け
サ
ツ
マ
イ
モ
で
高
い
評
価

高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
輸
出

額
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

輸
出
経
験
の
浅
い
千
葉
県

本
部
は
、
輸
出
に
取
り
組
む
産

地
・
生
産
者
を
増
や
す
こ
と

で
、
効
果
的
に
事
業
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー

シ
ア
で
の
販
促
活
動
で
は
、

す
。
本
格
化
し
た
の
は
平
成
27

年
度
か
ら
で
、
平
成
29
年
度
の

輸
出
額
は
、
約
４
０
０
０
万
円

（
前
年
比
１
２
３
％
）と
な
り
、

東
南
ア
ジ
ア
市

場
を
中
心
に
サ
ツ

マ
イ
モ
・
梨
な
ど

の
取
扱
量
を
着
実

に
増
や
し
て
い
ま

す
。特
に
、マ
レ
ー

シ
ア
向
け
サ
ツ
マ

イ
モ
が
現
地
で
の

　

千
葉
県
本
部
は
、
県
内
Ｊ

Ａ
・
行
政
・
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
県
産
農
畜
産
物
な
ど
の

輸
出
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

Ｊ
Ａ
職
員
、
生
産
者
と

現
地
で
共
に
販
促
活
動

産
地
間
の
連
携
強
化
し

継
続
的
に
試
験
輸
出
実
施

直近の主な活動
●平成29年9月

マレーシア·タイ王国で梨フェアを開催
●平成30年1月

マレーシアで、さつまいもフェアを開催
●平成30年2月

タイ王国での千葉県知事トップセールスに農産
ミッション団として参加し、現地小売店舗にお
けるフェア開催やバイヤーとの商談などを実施
●平成30年5月

台湾の「桃園農業博覧会」へ参加し、切り花のPR
を実施

マレーシアでのさつまいもフェア（平成30年
1月）

タイ王国でのトップセールスでPRする林茂壽運営委員会会長
（平成30年2月）

タ
イ
王
国
で
梨
フ
ェ
ア
開
催（
平
成
29
年
9
月
）
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（園芸部）

　６月は、出荷の中心が関東から東北・高冷地に切り替わっていく時期
となります。

　キャベツは、千葉・愛知が終盤を迎え、群馬や茨城が出荷の中心となります。
群馬や茨城は前進出荷が進んでおり、平年を上回る出荷量を見込んでいます。
　ハクサイは、茨城から長野などに切り替わります。茨城は前進出荷から切り上
がりが早い予想です。長野と群馬は生育順調で平年並みの出回り見込み。６月下
旬にはまとまった出荷量となってくるでしょう。
　レタスは長野と群馬が中心の出荷となります。九州産地の切り上がりは早かっ
たものの、高冷地産の出荷は前進傾向にあり、６月は豊作であった前年並みを見
込みます。
　ダイコンは、千葉などから青森・北海道に切り替わります。千葉産は平年より
も早く切り上がりに向かうも、後続の青森は４月の冷え込みから生育遅れがみら
れます。出荷量は前年よりやや少ないものの、平年並みの出荷量となる見込み。
　ニンジンは、千葉などから青森と北海道に切り替わります。千葉は前進傾向で
あるものの、太りも良く生育は良好。青森と北海道も平年並みの作柄を見込むた
め、前年並みの出荷量を見込みます。
　トマトは西南暖地が終盤を迎え、関東・東北産地からの出荷が中心となりま
す。前年は低温により不足感がありましたが、今年は平年並みの出荷量となる見
込みです。
　キュウリは、関東産地から東北産地中心の出荷に切り替わります。関東産地は
前進出荷から切り上がりは早まるでしょう。出荷量は前年並みを見込みます。
　ナスは、高知や九州産地が中心の出荷となります。西南暖地からの出荷は前進
傾向となり、関東産は月末から増量となるでしょう。出荷量は前年並みを見込み
ます。

　キャベツ、レタスなどの春物野菜中心の売り場構成になっています。
気温の上昇に伴い、サラダ商材の売り場も拡大しています。

関東や準高冷地が出荷の中心

野  菜 果  実

　6月は、スイカ、メロンなどのウリ類に加えて、ハウ
スミカン、ビワ、オウトウ、桃、ブドウなど、夏果実の出

荷が本格化し、国産果実の品目数が増えてくる時期となりま
す。
　スイカは、熊本・千葉・茨城などが中心の出荷となります。
５月の連休後の低温により、６月の出荷量は前年をやや下回る
見込みです。
　メロンは、茨城・熊本などの露地物の出荷が本格化します。
４月の好天と気温高の影響で生育はやや前進傾向となってお
り、玉肥大も良好です。出荷量は概ね前年並を見込みです。
　ハウスミカンは、愛媛・熊本などが中心の出荷となります。
生育は順調で、出荷量は前年並の見込みです。
　オウトウは、山形が中心の出荷となります。生育は前進傾向
で「佐藤錦」は中旬からピークとなり、「紅秀峰」も下旬から出荷
開始となる見込みです。出荷量は前年を上回る見込みです。
　ビワは、長崎・千葉が中心の出荷となります。出荷量は、多
かった前年を下回る見込みです。
　桃は、山梨が中心の出荷となります。ハウス物が上旬くらい
まで出回り、その後、露地物の早生品種の出荷が始まります。
出荷量は前年を上回る見込みです。
　ブドウは、島根の「デラウェア」を中心に、山梨や岡山の大粒
品種（巨峰、ピオーネ、シャインマスカットなど）も出そろって
きます。出荷量はおおむね前年並みとなる見込みです。

　国産果実の品目数量が増えてくる時期ということも
あり、売り場も華やかになってきます。週替わりで、さ

まざまな品目の催事・セールスが行われます。

　5月はトマト・ミニトマト、レタス、イチゴ、ブロッコリー、夏秋ピーマンの主産県が一堂に会
し、作況見通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県に
よる情報交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

夏の果実が本格化

青 果 情 勢
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